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玉 工 通 信
９月２６日（金） AM授業 PM 終業式等
９月２９日（月）～３０日（火） 学期末休業日
１０月１日（水） 衣替え、１ｈ（始業式等）２ｈ（頭髪検査等）

３ｈ～授業
１０月３日（金） 創立記念日
１０月１９日（日）～２１日（火）２年修学旅行（沖縄）
１０月２２日（水）２学年修学旅行代休

９月１日（月）開講式 校長講話
おはようございます。皆さんの元気な姿にこうして会えたことを、とても嬉しく思います。
7月の閉講式で、「困ったときは一人で抱え込まず相談すること」「甘い誘惑には絶対に乗らないこと」「生活のリズムを大切にすること」の３つをお話ししまし

た。大きな事故やトラブルもなかったと聞き、安心するとともに、皆さん一人ひとりがそれらを意識して夏を過ごし、しっかりとした生活を送ってくれた証であると、
大変嬉しく思っております。
夏休みは普段よりも自分の時間を持てる期間です。勉強や部活動、家庭での手伝い、あるいは趣味や挑戦を通じて、それぞれの経験を積んだことでしょう。

計画通りに進められたこともあれば、思うようにいかなかったこともあったと思います。しかし、そのどちらもが皆さんの成長の糧になります。大切なのは、そこ
から何を学び、次にどうつなげるかです。
一方で、この夏は災害級の暑さが続き、思うように部活動に打ち込めなかった人も多かったと思います。熱中症から皆さんを守るため、警戒アラート発令時

には原則として活動を控えるよう、私から各先生方へお願いしました。部活動の大切さは十分理解しているつもりですので、もっと練習したかった皆さんの気持
ちを思うと大変申し訳なく感じています。ぜひ、これから無理のない範囲で練習を積み重ねて力を伸ばし、工夫して夏にできなかった分も取り組んでください。
また、この夏には素晴らしい成果もありました。まず、電気科の活躍についてです。3年生の胡鵬さんは「第20回若年者ものづくり競技大会」で準優勝という

立派な成果を収められました。ほんの僅差で優勝を逃したと伺っていますが、全国大会での準優勝は本当に見事です。おめでとうございます。なお、去る8月
28日木曜日に、茨城県職業能力開発協会会長が来校され、賞状とメダルの授与がありました。今月10日には県庁へ報告に行き、月末の終業式の際には皆様
へお披露目することになっております。
次に、高校生ものづくりコンテスト電気工事部門についてです。茨城県大会を勝ち抜き、関東大会において、3年生の羽生柊也さんが優勝し、11月に徳島

県で開催される全国大会への出場を決めました。更に、２年生の橋本威吹さんは準優勝となり、来年開催される若年者ものづくり競技全国大会への推薦が決
定しました。おめでとうございます。お二人には、次なる全国大会が控えております。更なる飛躍を遂げ、輝かしい成果を出してくれることを大いに期待しており
ます。
続いてウエイトリフティング部の活躍についてです。1年B組の村上煌輔さんは、全国高校総体ウエイトリフティング＋102kg級で7位入賞を果たされました。

1年生で全国入賞という快挙は大変誇らしいことです。おめでとうございます。あと2回インターハイに挑戦する機会がありますので、練習を積み重ね、さらなる
高みを目指して頑張ってください。
今日から学校生活が再開されますが、悩み事や不安はありませんか。何かあるときは、一人で抱え込まず、家族や先生方など信頼できる人に相談してくだ

さい。学校以外の相談窓口を利用することもできます。まずは自分を大切にし、余裕のある人はぜひ周囲の友人にも気配りをお願いします。
最後に、１・２年生は、自分の基礎をより確かなものにする大切な時期となります。３年生はいよいよ進路実現に向けて、就職試験や進学試験が本格化し

ていきます。企業見学や大学・専門学校の説明会への参加、履歴書の作成や面接練習のみならず、入学してから取り組んだ学業・資格取得・様々な学校行
事・部活動など、積み重ねた努力や成果、あるいは苦労を自信に変え、更に一日一日を大切に過ごし、各々の夢や希望を叶えるべく、卒業後の進路を自身の
力で勝ち取ってください。
始業式でお伝えした「約束と時間を守る」「迷ったときは立ち止まる」「困っている友達は先生に相談する」「お互いを認め合う」という４つの約束を、もう一度

思い出してください。皆さん一人ひとりの意識と行動が、学校全体の雰囲気をつくります。
これからの学校生活が、皆さんにとって実り多く充実した日々になることを願うとともに、成長と健闘を心から期待して挨拶といたします。



９月１日（月）開講式 進路指導部長講話（概要）

〇３年生
就職を希望している生徒
・校内選考通過、イコール内定。 勘違い生徒が毎年いる。 ・ここ数年、不採用の生徒は、「何とかなるだろ」「どうせ受かるだろ」と油断して受験。
・求人票に記載されている求人数は、玉工から採用する人数ではない。 ・すでに、複数の企業から今年度は競争倍率が高く、不採用となる可能性があるとの連絡あり。
・高校生の採用試験は、全国一斉に９月１６日（火）からスタート。 ・一番早い生徒で残り２週間弱、油断せず、できる準備をしっかりやってもらいたい。
・どの企業も必ず面接試験はある。 ・挨拶や服装、頭髪にも十分注意すること。←学校の基準を守っていれば問題ない。
・面接に対するアドバイス⇒試験と思わない。会話をする場。話さなければ意味がない。
・一問一答は×。 頑張ったことが部活なら、部活動で何を学び、得られたのか。
・面接は自分の気持ち、熱意を言葉に込める。言葉づかいには注意だが、言葉に想いをのせて話したものであれば相手に伝わる。バイトの面接ではない。入社したい思いを込める。
・志望理由の中には、AIを使って書いたと思われるもある。AIが正しいとは限らない。また全く熱意が伝わらない。 タブレットを持って面接はできない。

進学を希望している生徒
・学校や入試方法によって、出願期間や必要書類、提出方法が違う。
・事前に必ず担任と相談し、〆切を守って出願する。
・A.O入試においては、複数回試験の場合もある。一回目を受験するように。

就職・進学どちらでもいえること⇒面接練習は自分から積極的に。

〇１・２年生
・就職希望者は、今年度中に求人票を見る。 ・進学希望者はオープンキャンパスや説明会に参加する。
・卒業後のことを考えて生活する。 ・早めに情報を集める。※給料も休日数も、所在地も全部違う。

もう一年切っている。
・またこれからインターンシップやオープンキャンパス、進路ガイダンスや合同説明会など、外部の採用・入試担当
の方々と会う機会が増える。見られていることを忘れないこと。過去にはインターンシップをきっかけに就職した生徒もいる。
その逆もある。
・今後の生活で心掛けておくこと
①成績 ②欠席日数 ③頑張ったと言えることを作ること。

・これらすべて３年になってから意識しても遅い。企業はボランティア団体ではない。
・企業はできない生徒は採用しない。有名な企業ほど、企業が皆さんに求める能力も高い。
・今年度から履歴書の書式が大きく変わり、アピール文を記入。何もない生徒は文章が書けない。
・指定校推薦は、基準を満たしていなければ推薦をもらえない。
・進学には入学金、授業料あり。私立は高額。早めに保護者と話し合っておくこと。
・これからは平等ではない。誰でも希望通りの進路に進めるわけではないと理解して欲しい。
最後に簡単にまとめると
１～２年生は３年生になった時に、後悔しないように、正しい学校生活、卒業後の進路を考えて生活すること。
３年生は、残りの期間、就職・進学試験に向け、準備に全力で取り込むように。希望通りの進路に進めるように願っています。

頑張って下さい。

会議室で進路指導部長講話を聞く、
各クラスのHR代表と生徒会役員

開講式は体育館で実施する予定でしたが、暑さによる熱中症予防の観点から、
オンライン形式に変更し、会議室から各教室に配信しました。

〇令和７年度の求人、指定校推薦の状況について
・就職 R7 8/31現在 2787件 R6 1年間で2487件。 現時点で昨年度より300件↑。受付開始2週間で昨年度を上回る。

・進学 大学、専門学校合わせて168校から指定校。希望の進路が実現しやすい状況。ただし、企業も学校も誰でも良いわけではない。
推薦条件あり。とくに評定、欠席日数。欠席はかなり厳しい。

８月２６（火）・２７（水）
業者による面接指導（３学年）



９月１日（月）１学年集会 夏休み中の活動インタビュー

1年B組の村上煌輔さん
全国高校総体ウエイトリフティング＋102kg級で7位入賞

1年B組の加納早規さん 若年者ものづくり競技全国大会で
本校出場選手をサポート

1年Ａ組の 鈴木心愛さん
鈴木実紗さん

水中ロボットコンベンションに参加

Ｑ：全国大会を経験し
て感じたことは何です
か？
Ａ：もっと基礎を大切
にして鍛錬を重ねない
と、まだまだ全国では
通用しないと思いまし
た。

Ｑ：サポートをするに
あたって大切だと思っ
たことは何ですか？
Ａ：極度の緊張感の中
でも、選手が平常心で
練習の成果を十分に発
揮できるように万全の
準備をして、環境を整
えることです。

Q：二回戦で対戦した相
手は前回優勝の熊本の
チームだったそうですが、
どのような感じでした
か？
Ａ：対戦だけでなく、交
流も目的としている大会
なので、3年生だという
こともあり、いろいろな
ことを優しく教えてくれ
ました。方言がかわい
かったです。

学年主任講話

茨城県知事・行方市長選期日前投票
（本校会場 ９月３日（水）15:00～16:00）



９月１２日（金）２学年
行方市内企業説明会

８月２３日（土）令和７年度 第24回関東甲信越地区電気教育研究会
電気工事コンテスト 山梨大会 兼 第25回高校生ものづくりコンテスト

全国大会 電気工事部門 関東予選会

９月１０日（水）高校生原付バイク安全運転教室 鉾田自動車学校
２年生２０名が参加

電気科３年 羽生柊也（優勝）⇒全国大会出場（Ｒ７年１１月８～９日 徳島県）

電気科２年 橋本威吹（準優勝）⇒Ｒ８年度「若年者ものづくり」出場予定

優勝 準優勝

参加企業 トノハテクノ株式会社 玉造工場
日弘ビックス株式会社
清宮電気株式会社
板橋精機株式会社
株式会社倉川製作所
吉田精工株式会社
有限会社スクリーンありま
株式会社池貝
株式会社ハヤカワキャスティング
高橋建設株式会社
有限会社吉崎モータース


